
市
は
、
省
エ
ネ
・
節
電
を
し
な
が
ら
暑
い
夏

を
乗
り
切
る
た
め
、
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
涼

し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
や

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
外
出
中
に
日
差
し
を
し
の
げ
る
よ

う
、
新
し
く
市
の
公
共
施
設
を
「
ひ
と
涼
み
ス

ポ
ッ
ト
」
と
し
ま
す
。

●
田
辺
公
園
プ
ー
ル
昼
間
入
場
料
半
額
デ
ー

日
に
ち
＝
７
月
２４
日
㈬
・
３１
日
㈬
、
８
月
７

日
㈬
・
１４
日
㈬
・
２８
日
㈬

●
水
出
し
玉
露
の
試
飲
Ｐ
Ｒ

日
時
＝
８
月
１２
日
㈪
～
１６
日
㈮
午
後
１
時
か

ら
。
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
に日

時
＝
８
月
６
日
㈫
～
１１
日
㈰
午
前
１０
時
～

午
後
４
時
（
平
和
展
を
行
っ
て
い
ま
す
）

【
問
合
せ
先
】

環
境
課
（
☎
６４
・
１
３
６
６
）

６
月
１５
日
、
普
賢
寺
幼
稚
園
・

小
学
校
で
じ
ゃ
が
い
も
祭
り
が
開

か
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
家
族
と
新

じ
ゃ
が
い
も
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、約
１
０
０
人
が
参
加
。

じ
ゃ
が
い
も
は
、
今
年
３
月
か
ら

子
ど
も
た
ち
自
身
で
育
て
た
も
の

で
、
約
２
０
０
㎏
を
収
穫
し
ま
し

た
（
＝
写
真
㊤
）。
収
穫
後
は
、

保
護
者
な
ど
に
よ
り
、
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
や
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
に
調
理

さ
れ
、
熱
々
で
ほ
く
ほ
く
し
た

じ
ゃ
が
い
も
を
味
わ
い
ま
し
た
。

小
学
校
４
年
生
の
西
村
日
向
く

ん
（
９
）
は
「
収
穫
す
る
の
も
楽

し
い
け
ど
、
食
べ
る
の
は
も
っ
と

楽
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市の公共施設を、外出中の
熱中症予防に日差しをしのげ
る「ひと涼みスポット」とし
ます。上のロゴマークが目印
です。
【ひと涼みスポット】
▼市役所庁舎▼中央図書館
▼北部・中部住民センター▼
老人福祉センター宝生苑・常
磐苑▼三山木福祉会館▼社会
福祉センター▼上下水道部事
務所ほか
※利用できるのは各開館時
間です。

今
夏
は
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

全
国
で
日
中
の
気
温
が
急
に
高
く
な
り
、

熱
中
症
に
な
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。

熱
中
症
は
、
め
ま
い
・
吐
き
気
・
頭
痛

な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
ほ
か
、
最
悪
の
場

合
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
屋

内
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、
室
温
や
湿
度

が
高
く
な
る
と
、
熱
中
症
の
症
状
が
出
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
小
ま
め
な
水
分

補
給
な
ど
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
の
中
で
は
、
冷
房
中
で
も
直

射
日
光
の
影
響
で
温
度
が
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
短
時
間
で
も
乳
幼
児
を
車

中
に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課
（
☎
６４
・

１
３
３
５
）

①
小
ま
め
に
水
分
補
給

②
日
傘
・
帽
子
や
涼
し
い
服
装
を

③
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い

④
急
に
暑
く
な
る
日
は
注
意
し
よ
う

⑤
十
分
な
睡
眠
・
栄
養
が
大
切

⑥
高
齢
者
や
乳
幼
児
の
体
調
管
理
に
気
配
り
を

⑦
室
温
が
高
い
と
き
は
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
利

用
し
よ
う

⑧
屋
内
・
夜
間
で
も
予
防
は
忘
れ
ず
に

収
穫
を
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち

お
い
し
い
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
に
調
理

出
来
た
て
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る

市は、市民 3,000 人を対象に市
民満足度調査を行います。
前回、平成 22 年度に行った同
調査では、どの分野の施策や事業
を重要だと感じるか、満足してい
るかを伺い、これまでの取り組み
の基礎資料としてきました。
今回の調査は、前回の調査か

ら 2 年が経過したことから、新
たなニーズや意見の変化を伺うこ
とで、より効率的で質の高い行政
サービスとまちづくりに生かすた
め調査するものです。
対象＝市内に在住する 20 歳
以上の人から無作為に抽出した
3,000 人
調査期間＝ 7月 31 日㈬まで
調査方法＝郵送で調査票を配
布・回収
問合せ先＝秘書広報課（☎ 64-
1320）


